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５　コミュニケーション力　（８ワーク）






●目的


話す態度や聴く態度を学び、相手の気持ちを理解することは、良い人間関係を形成するのに役立ちます。「コミュニケーション力」では、お互いを理解しあい人間関係を構築する力を育てます。１対１のやりとりだけでなく、少人数での意見交換、多数に自分の考えを伝えることを含みます。





●内容


◇自己表現（話す力）


５－①【基礎編】自分を表現しよう　[解答ｐ.128]


コミュニケーションには何が大切かを考え、その基礎を学ぶワーク


５－②【応用編】会話上手になろう　[解答ｐ.129]


　　　　　　　 「大枠から始め詳細を話す」など、会話上手になるには何が必要かを学ぶワーク


５－③【発展編】みんなの前で発表しよう　[解答ｐ.129]


「話す内容」「伝え方」をどのようにすればよいかを学び､プレゼン練習をするワーク





◇聴く力


５－④【基礎編】良い聴き方を身に付けよう


　　　　　　　 「良い聴き方」「良くない聴き方」を体験し、自分の聴き方を振り返るワーク


５－⑤【応用編】正確に聴きとろう


相手が何を伝えたいのかを正確に聴きとる練習をするワーク


５－⑥【発展編】インタビューしよう


「質問」しながら聴くことの大切さを学び、インタビューに挑戦するワーク





◇自己表現 ＋ 聴く力


５－⑦　話してみよう・聴いてみよう


架空の人物になって仕事に対するやりがいや悩みを相手に伝え、聴きとるワーク





◇ホスピタリティ


５－⑧　ホスピタリティ入門　[解答ｐ.130]


　　　　　　　　「おもてなしの心」について学ぶコミュニケーションの総合ワーク





８４





●概要


ここでは、コミュニケーションの基礎である「自己表現」「聴く力」を育てることを中心に、さらに進んで、より良いコミュニケーションをはかるための「ホスピタリティ」の心を育てるよう構成されています。


また、コミュニケーション力をさらに伸ばし文章表現の力を育成する「話してみよう・聴いてみよう」もあります。





　





●具体的活用法・留意点など


◇自己表現（話す力）


話す内容は、その伝わり方によって、相手の印象がずいぶん変わることを知るワークです。すべてのワークに「やってみよう」の項目を入れて体験重視のワークになっていますので、多くの話をする経験から、話す力を体得できるようご指導ください。


5－①「話す力」【基礎編】は、言葉以外でコミュニケーションを構成しているものについて考えるワークです。問１の②では「ありがとう」を低い声で面倒くさそうに、③では、小さな声で困ったような顔で話し、生徒に受け取る側の気持ちがどのように変わるのかを体験させてください。





◇聴く力


５－④「聴く力」【基礎編】の　　　　　　　　　　では、担任と副担任の先生の会話になっていますが、あらかじめ打ち合わせした生徒との会話で構いません。良い聴き方と良くない聴き方の違いに気付かせることがポイントです。　　　　　　　　では、３分間の設定になっていますが、参考程度にとどめていただき、状況に合わせて時間設定をしてください。


５－⑤「聴く力」【応用編】では、聴く力と話す力の両方が必要なワークですが、ここでは聴く力にポイントをおいて作成してあります。


５－⑥「聴く力」【発展編】でも、時間設定は状況に合わせて変更してください。





◇自己表現 ＋ 聴く力


５－⑦「話してみよう・聴いてみよう」


前半は職業人としての気持ちを想像し、後半はそれをもとに「話す」「聴く」「文章表現」の練習になっています。





◇ホスピタリティ


５－⑧「ホスピタリティ入門」


ホスピタリティについては、明確な答えはありません。解答は参考としてください。





１　観察しよう











３　体験！
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